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第４回 地域における気象防災業務に関する検討会

民間気象事業者における
防災気象情報提供サービスのご紹介

2025年10月22日

一般財団法人 日本気象協会

気象庁
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本日の発表内容

1.会社概要

2.民間気象事業者による取り組み事例

3.本検討会での議論に対する要望
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日本気象協会について

日本気象協会は気象庁や海外の気象機関から気象データを入手し、官公庁・特定企業・一般

向けに気象に関連する調査や様々な気象情報を提供している民間の気象会社です。

設立 1950年5月10日（2009年10月：一般財団法人化）

従業員数 879名（2025年7月1日現在）

本社 東京都豊島区東池袋3-1-1 サンシャイン60 55階

主たる事務所 東京、札幌、仙台、名古屋、大阪、福岡

主たる業務 気象予報事業、気象情報提供事業、環境事業、防災事業

有資格者 気象予報士376名、技術士112名、博士27名

国の機関

気象データ

一般向け（toC） 特定向け(toB)

１．会社概要
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日本気象協会の事業領域
１．会社概要

公共防災・民間防災・販売支援・メディア・エネルギーなど様々な事業領域へ展開。

高精度な雨量予測や災害リスクの伝達、データビジネスや商品需要予測にも力を入れている。

・環境アセスメント
・太陽光・風力発電
・再生可能エネルギー
・電力需要予測
・ドローン

・豪雨・浸水・洪水対策
・自治体の防災対応支援
・企業の危機管理支援
・河川・ダム(電力含む)
・鉄道・道路・航空
・物流・流通
・港湾・船舶
・津波・高潮対策
・気候変動対策

・データビジネス
・商品需要予測事業
・小売発注支援事業
・中小企業向けサービス

・TV、ラジオ、新聞
・tenki.jp
・熱中症ゼロへ
・知る防災

気象リスクマネジメント
交通運行支援

気候変動対策支援

商品需要予測
サプライチェーン

経済活動の最適化支援

一般向けアプリtenki.jp
メディア向け情報提供

環境アセスメント
エネルギーマネジメント
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民間気象事業者によるサービス提供のプロセス
２．民間気象事業者による取り組み事例

課題のヒアリング ソリューションの提案

調査・解析観測

システム構築情報提供・コンサル

• ユーザの課題を把握し、必要に応じてコンテンツを新規開発やカスタマイズ

• 情報提供後、精度検証や課題ヒアリングを通じて、改善提案を行うことが基本
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道路管理者向けの取り組み例「災害直前・直後」

web会議を利用した気象コンサルティング

タイムラインに沿った情報提供例

・異常気象予想時は

事前情報を送付

・随時web会議で

気象解説

道路管理者側

担当技術者・予測担当者

・各種気象情報を共有しながら
今後の見通しを解説して共有

全事務所の状況が共有できるWebシステムの例

・webシステムを
カスタマイズ
→全事務所の予
測表が閲覧可能

＜1ヶ月前＞

<1週間前>
警戒体制の構築判断

<2～3日前>
大雨大雪発生の
可能性把握

<半日～1日前>
除雪体制等の
事前確保

<半日～
6時間程度前>

警戒体制の構築
準備等

<2～3時間程度前>

事象発生

道路管理者の動き 情報提供内容

□ 1ヶ月先気圧配置(1回/週)★
□ 1ヶ月先上空寒気強度(1回/週)★
・管内の大雨・大雪可能性の把握

□週間予測(1回/週)★

■ 異常気象事前情報(随時)★
・必要な体制規模・期間の判断
・臨時予測発表の有無を判断

□：定時予測(2回/日)

■ 臨時予測(最大5回/日)
■ 臨時予測発表メール(臨時予測

発表時)★
・迅速な情報伝達

■ 気象急変メール(気象急変時)★
・突発的な気象急変の通知
・迅速な情報伝達

※■は臨時予測情報
※★は技術提案事項

ウェブ・
テレビ
会議

＜災害直後＞
集中除雪・スタック対応
通行止め解除検討・実施

■臨時予測発表/現地滞在
  ・実況メッシュ情報
・大雨大雪の継続見通し

□定期情報 ■臨時情報

２．民間気象事業者による取り組み事例
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道路管理者向けの取り組み例「災害直前・直後」

「異常気象警戒情報」
見通し情報をメールで

プッシュ通知

２．民間気象事業者による取り組み事例

72時間～当日：気象予測・推奨体制１週間～３日前：異常気象警戒情報

図表や上ブレ可能性も含めた

見通し資料を

メールでプッシュ通知

区間ごと・１時間毎に、

推奨体制を色分けで表示

推奨体制
■緊急体制
■除雪体制
■散布体制
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道路管理者向けの取り組み例「事前」「事後」
２．民間気象事業者による取り組み事例

事後の取り組み事前の取り組み

気象講習会の実施
・出水期、雪氷期前には気象講習会を開催。
・長期の天候見通しのほか、地点や路線など
管内における気象リスクも解説。

予測 実測 予測 実測 予測 実測 予測 実測

豊）矢作川 0 3 -2.1 -2.4 岐）飛騨川 8 19 -2.8 -2.0

豊）豊田 0 5 -1.5 - 岐）武儀川 11 20 -2.6 -1.9

豊）本宿★ 0 1 -1.9 -0.9 高）中津屋橋★ 52 25 -4.8 -4.1

豊）白川橋 0 0 -1.0 -0.7 高）鷲見橋★ 69 16 -5.8 -6.9

豊）新青木川橋 0 4 -3.3 -3.2 高）六厩川橋★ 66 39 -7.9 -9.0

豊）新佐奈川橋★ 0 1 -0.9 -0.9 高）飛騨河合PA 69 64 -6.3 -6.5

豊）豊田東 0 3 -2.0 -2.0 高）飛騨河合PA 69 64 -6.3 -6.5

豊）刈谷 0 1 -1.2 0.1 桑）蟹江 0 4 0.1 0.1

豊）名港東大橋 0 0 0.7 0.4 桑）四日市 0 0 -1.3 0.6

豊）名港中央大橋 0 0 0.8 - 桑）鈴鹿 0 0 -2.1 -0.2

豊）五ヶ丘 0 5 -2.3 - 桑）湾岸長島 0 0 -0.7 0.5

豊）天白高架橋 0 4 0.1 -0.4 桑）みえ朝日 0 1 -0.4 -

豊）尾張日光川橋 0 3 -0.5 0.2 桑）志知 0 2 -0.8 -

豊）湾岸長島 0 0 -0.7 0.5 桑）朝明川橋 0 1 -1.6 0.5

名）庄内川 1 11 -1.7 -1.6 桑）菰野第二高架橋 1 1 -2.2 -0.2

名）本新 0 7 -1.8 -1.7 桑）新池山高架橋 1 1 -2.0 -0.9

名）天白高架橋 0 4 0.1 -0.4 桑）笹路川橋 1 0 -4.1 -2.5

名）清洲 0 8 -0.3 -1.2 桑）宇賀川 2 5 -1.7 -0.1

名）尾張日光川橋 0 3 -0.5 0.2 桑）朝明川橋 0 1 -1.6 0.5

飯）池ヶ谷★ 8 6 -5.3 -5.7 津）安濃SA - - -0.1 -

飯）園原 10 5 -7.1 -6.3 津）多気 - 3 -1.3 -2.0

飯）駒ケ岳 5 17 -8.9 -6.9 津）宮川橋 - 2 -1.9 -0.9

飯）小沢川 5 4 -9.2 -5.9 津）大台 0 2 -1.4 -2.3

多）内津峠★ 2 18 -4.3 -3.2 津）小屋ノ谷橋 0 0 0.3 -1.6

多）中津川 8 9 -5.1 -4.3

多）勘八橋 1 7 -3.4 -3.7

多）白岩 1 10 -3.6 -3.4

多）土岐川橋 2 12 -3.0 -

羽）上石津 ★ 9 10 -1.7 -1.5

羽）羽島 4 7 -0.6 -0.8

羽）小牧 4 13 -0.7 -1.4

羽）明智★ 3 19 -2.7 -2.1

羽）一宮西 4 7 -1.1 -1.0

羽）牧田川橋 7 4 -1.0 -0.4

羽）相川 7 5 -0.8 -0.6

羽）揖斐川 9 12 -1.0 -1.2

彦）今須 10 30 -1.7 -1.0

彦）伊吹 ★ 8 6 -2.3 -1.8

彦）彦根 2 6 -1.5 -0.8

彦）多賀 2 8 -2.1 -0.5

彦）湖東三山 ★ 2 1 -2.3 -1.5

彦）愛知川 2 2 -3.6 -1.3

彦）天野川 5 15 -2.5 -2.0

彦）高時川★ 15 4 -2.5 -1.0

岐）木曽川 4 11 -1.1 -1.2

岐）小俣川 11 22 -2.7 -1.9

岐）戸谷川 27 36 -4.0 -2.8

岐）亀尾島川★ 30 44 -4.2 -3.0

総降雪量 最低気温
予測地点

総降雪量 最低気温
予測地点

予測 実測 評価

豊田 散布 強化 見逃し

名古屋 除雪 緊急 見逃し

飯田 緊急 緊急 適中

多治見 強化 緊急 見逃し

羽島 強化 緊急 見逃し

彦根 強化 緊急 見逃し

岐阜 緊急 緊急 適中

高山 緊急 緊急 適中

桑名 除雪 緊急 見逃し

津 散布 散布 適中

精度検証結果を共有。

情報伝達方法も含め

課題を抽出。

今後に向けて改善提案。

精度検証報告・振り返りの実施
・災害発生や出水期、雪氷期終了後には、予測
精度の検証結果を報告。予測手法を改善提案。

・情報伝達方法の改善点も共有。



Japan Weather Association All Right Reserved. | CONFIDENTIAL

9

ユーザニーズを踏まえたサービス改良

 マネジメントシステム

物流事業者・荷主事業者向け輸送影響リスク情報提供サービス

当初は３日先までの

予測情報の提供からスタート

物流事業者のニーズ（配送スケジュー

ルやルート変更の手配）を踏まえ、

７日先までの予測情報を追加開発

２．民間気象事業者による取り組み事例
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ビジネス向け気象アプリ「biz tenki」

小規模事業者でも利用可能な天気予報アプリも開発。

通常の気象データ配信サービスよりもリーズナブルな価格（月額650円～）

２．民間気象事業者による取り組み事例
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中間とりまとめについて

• 中間とりまとめでの「地域の気象防災における気象台の役割」(下図)に関して、
現状、「社会基盤を担う主体等」への情報提供では民間気象事業者が中心的役割
を担っている。気象台の取り組みを民間気象事業者が「補完」するという構図で
はなく、あくまで民間気象事業者が中心となって支援を行い、気象台はそれをサ
ポートする形が望ましい。

• 民間気象事業者と気象防災アドバイザーが連携することも一案である。

• 自治体（市区町村）への防災気象情報提供も、過去には民間気象事業者が取り組
んでいたが、気象庁の支援が活発化したため民間の事業が縮小した経緯がある。
今回の気象庁の取り組み方針を受け、「公共性の高い民間主体」への情報提供事
業に関しても同じことを繰り返さないか、民間気象事業者は懸念を持っている。

３．本検討会での議論に対する要望
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気象台と民間気象事業者の連携のあり方について

• ニーズが多様である「公共性の高い民間主体」に対して、気象台が自治体向けの
情報を「流用」する形で提供することには違和感がある。情報提供するのであれ
ば、ユーザから改善要望があった場合の対応についても念頭に置くべきである。

• 気象台が取り組んでいる「防災メール」や「オンライン説明会」は、民間気象事
業者でも同様のサービスを既に展開しており、「公共性の高い民間主体」に対し
て気象台からこれらを実施する必要性はあるのか、疑問を感じる。

• 防災メール等の情報を民間気象事業者にも提供し、「気象台が有する危機感」を
民間気象事業者からもユーザへ提供可能なスキームとすることが望ましい。

• 特別警報級の災害が予想されるときは、気象台と民間気象事業者が連携しながら、
社会に対して「危機感を共有するための情報発信」を行うことが重要である。

• 警報、特別警報の発表や解除の見通しに関する情報は、ユーザのニーズも高い。
これらの情報については、気象台から民間気象事業者にも提供していただき、民
間気象事業者による情報提供でも重要な補足情報として解説に活用していきたい。

• 有償サービスの利用が難しい小規模ユーザ等に対しては、地域や業界の枠組みを
通じたサービス提供も考えられる。官に枠組みの構築を支援していただきたい。

３．本検討会での議論に対する要望
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気象防災業務全般に関する要望

• 気象庁が検討を進める施策によっては、既に民間気象事業者が取り組んでいる内
容が含まれることがある。今後、気象庁が新たに情報を高度化・開発する際には、
必要に応じて民間気象事業者を検討会の委員として参加できるよう、配慮してい
ただきたい。

• 気象防災業務の健全な発展のためには、官民の役割分担についての議論を重ねる
ことが必要である。

• 民間気象事業者は常にユーザニーズに向き合い、改善提案を繰り返すことで気象
事業を展開している。ユーザニーズがあるからこそ、民間気象事業が成り立って
いる。そこに官が出てくると、民間気象事業は成り立たない。

• 国はニーズがあるが民間気象事業としては成り立たないことに取り組んでもらい
たい。気象庁は、全国のレーダや衛星等を含む観測の充実、数値予報モデルの高
解像度化や予測精度向上等に注力し、民間気象事業者がユーザニーズを満たす情
報を提供できるよう、支援してほしい。

• 海外に負けない技術を開発することで、日本の民間企業が海外への技術協力・ビ
ジネス展開ができるよう支援してほしい。

３．本検討会での議論に対する要望
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